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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像関連処理に係る対象物を指定する対象物指定手段と、
　新規に取得した画像内に、前記対象物指定手段により指定された対象物に相当する相当
物が存するか否かを判定するとともに、存すると判定された前記相当物と前記対象物指定
手段により指定された対象物との類似度を算出する類似度算出手段と、
　前記類似度算出手段により算出された類似度が所定の判定値以上であるか否かに応じて
前記画像関連処理の内容を異ならせるように制御する画像関連処理制御手段と、
　前記対象物指定手段により指定された対象物の種類を特定する種類特定手段と、
　前記種類特定手段により特定された前記対象物の種類に応じて前記所定の判定値を変更
する判定値変更手段と、
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記判定値変更手段は、前記対象物の動きの大きいもの程低くなるように前記所定の判
定値を変更することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　複数の画像を記憶する画像記憶手段と、
　前記画像関連処理制御手段は、前記画像関連処理として、前記画像記憶手段に記憶され
ている前記複数の画像の中で所望の画像を検索する検索処理を行う画像検索手段と、を更
に備え、
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　前記画像検索手段は、前記複数の画像のうち、前記類似度が所定の判定値以上であると
判定された何れかの画像を前記所望の画像として特定することを特徴とする請求項１又は
２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記画像検索手段により前記所望の画像として特定された画像を表示する表示手段を更
に備えることを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　対象物を撮像する撮像手段を備え、
　前記画像関連処理制御手段は、前記画像関連処理として、前記撮像手段による前記対象
物の撮像を制御する撮影制御手段を備え、
　前記撮影制御手段は、前記類似度が所定の判定値以上であると判定された場合に、前記
撮像手段に前記対象物を自動的に撮像させることを特徴とする請求項１又は２に記載の画
像処理装置。
【請求項６】
　前記所定の判定値を任意に設定指示する判定値指示手段をさらに備えることを特徴とす
る請求項１～５の何れか一項に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　画像関連処理に係る対象物を指定する対象物指定手段を備える画像処理装置のコンピュ
ータを、
　新規に取得した画像内に、前記対象物指定手段により指定された対象物に相当する相当
物が存するか否かを判定するとともに、存すると判定された前記相当物と前記対象物指定
手段により指定された対象物との類似度を算出する類似度算出手段、
　前記類似度算出手段により算出された類似度が所定の判定値以上であるか否かに応じて
前記画像関連処理の内容を異ならせるように制御する画像関連処理制御手段、
　前記対象物指定手段により指定された対象物の種類を特定する種類特定手段、
　前記種類特定手段により特定された前記対象物の種類に応じて前記所定の判定値を変更
する判定値変更手段、
　として機能させることを特徴とするプログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理装置及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数の画像を記録管理して、これら複数の画像の中で所望の画像に類似する画像
を検索する画像検索装置が知られている（例えば、特許文献１参照）。この画像検索装置
にあっては、検索処理の類似性を向上させるために、検索対象の色の類似度に応じて重み
付けして類似度を判定するようになっている。
【０００３】
　また、被写体の表情や目・顔の向きを検出して所定条件を満たしたと判定された場合に
、被写体の撮影を自動的に行うデジタルカメラも知られている。
【特許文献１】特開平１１－２１２９９３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、被写体の種類によっては動きの速いものがあり、ぶれた画像が撮影される虞
がある。また、倍率を拡大して撮影した場合にも、拡大倍率が大きくなる程撮影画像がぶ
れ易くなってしまうといった問題がある。かかる場合に、上記特許文献１等のように、当
該画像のぶれを考慮しないで検索処理における類似度の判定を行うと、一致度の判定を適
正に行うことができないといった問題がある。
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　かかる問題は、被写体を自動的に撮影する場合にも同様に生じることとなり、撮影タイ
ミングを逸してしまい、使い勝手が悪いといった問題がある。
【０００５】
　そこで、本発明の課題は、画像のぶれを考慮して画像関連処理を適正に行うことができ
る使い勝手の良い画像処理装置及びプログラムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明の画像処理装置は、
　画像関連処理に係る対象物を指定する対象物指定手段と、新規に取得した画像内に、前
記対象物指定手段により指定された対象物に相当する相当物が存するか否かを判定すると
ともに、存すると判定された前記相当物と前記対象物指定手段により指定された対象物と
の類似度を算出する類似度算出手段と、前記類似度算出手段により算出された類似度が所
定の判定値以上であるか否かに応じて前記画像関連処理の内容を異ならせるように制御す
る画像関連処理制御手段と、前記対象物指定手段により指定された対象物の種類を特定す
る種類特定手段と、前記種類特定手段により特定された前記対象物の種類に応じて前記所
定の判定値を変更する判定値変更手段と、を備えることを特徴としている。
【０００７】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の画像処理装置において、
　前記判定値変更手段は、前記対象物の動きの大きいもの程低くなるように前記所定の判
定値を変更することを特徴としている。
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載の画像処理装置において、
　複数の画像を記憶する画像記憶手段と、前記画像関連処理制御手段は、前記画像関連処
理として、前記画像記憶手段に記憶されている前記複数の画像の中で所望の画像を検索す
る検索処理を行う画像検索手段と、を更に備え、前記画像検索手段は、前記複数の画像の
うち、前記類似度が所定の判定値以上であると判定された何れかの画像を前記所望の画像
として特定することを特徴としている。
【００１１】
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の画像処理装置において、
　前記画像検索手段により前記所望の画像として特定された画像を表示する表示手段を更
に備えることを特徴としている。
【００１２】
　請求項５に記載の発明は、請求項１又は２に記載の画像処理装置において、
　対象物を撮像する撮像手段を備え、前記画像関連処理制御手段は、前記画像関連処理と
して、前記撮像手段による前記対象物の撮像を制御する撮影制御手段を備え、前記撮影制
御手段は、前記類似度が所定の判定値以上であると判定された場合に、前記撮像手段に前
記対象物を自動的に撮像させることを特徴としている。
【００１３】
　請求項６に記載の発明は、請求項１～５の何れか一項に記載の画像処理装置において、
　前記所定の判定値を任意に設定指示する判定値指示手段をさらに備えることを特徴とし
ている。
【００１４】
　請求項７に記載の発明のプログラムは、
　画像関連処理に係る対象物を指定する対象物指定手段を備える画像処理装置のコンピュ
ータを、
　新規に取得した画像内に、前記対象物指定手段により指定された対象物に相当する相当
物が存するか否かを判定するとともに、存すると判定された前記相当物と前記対象物指定
手段により指定された対象物との類似度を算出する類似度算出手段、前記類似度算出手段
により算出された類似度が所定の判定値以上であるか否かに応じて前記画像関連処理の内
容を異ならせるように制御する画像関連処理制御手段、前記対象物指定手段により指定さ
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れた対象物の種類を特定する種類特定手段、前記種類特定手段により特定された前記対象
物の種類に応じて前記所定の判定値を変更する判定値変更手段、として機能させることを
特徴としている。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、画像のぶれを考慮して画像関連処理を適正に行うことができ、画像処
理装置の使い勝手を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下に、本発明について、図面を用いて具体的な態様を説明する。ただし、発明の範囲
は、図示例に限定されない。
【００１８】
［実施形態１］
　図１は、本発明を適用した実施形態１の撮像装置１００の概略構成を示すブロック図で
ある。
【００１９】
　本実施形態の撮像装置１００は、記録媒体３に記憶されている複数の画像ファイルＦ、
…の中から検索対象と類似する所望の画像ファイルＦを特定する検索処理にて、検索対象
の種類やズーム倍率に応じて類似度の判定に係る判定値を変更する。
　具体的には、図１に示すように、撮像装置１００は、撮像部１と、記録媒体制御部２と
、記録媒体３と、表示部４と、操作入力部５と、バッファメモリ６と、内蔵メモリ７と、
ＣＰＵ８を備えて構成されている。
【００２０】
　撮像部１は、撮像手段として、一のシーンを撮像して画像フレームを生成する。具体的
には、図示は省略するが、撮像部１は、例えば、撮像レンズと、撮像レンズを通過した被
写体像を二次元の画像信号に変換するＣＣＤ（Charge Coupled Device）やＣＭＯＳ（Com
plementary Metal-oxide Semiconductor）等からなる電子撮像部と、電子撮像部の制御や
、ＡＥ（自動露出処理）、ＡＦ（自動合焦処理）、ＡＷＢ（自動ホワイトバランス）の制
御などを行う撮像制御部等を備えている。
　そして、撮像制御部は、電子撮像部に所定の露出時間で被写体を撮像させ、当該電子撮
像部の撮像領域から画像フレームを読み出す。その後、撮像制御部は、読み出した画像フ
レームをバッファメモリ６に転送して格納する。
【００２１】
　記録媒体制御部２は、記録媒体３に対する画像ファイルＦの格納や、記録媒体３からの
画像ファイルＦの読み出しを制御する。
【００２２】
　記録媒体３は、例えば、カード型の不揮発性メモリ（フラッシュメモリ）やハードディ
スク等により構成されている。
　また、記録媒体３は、画像記憶手段として、複数の画像ファイルＦ、…を記憶している
。ここで、画像ファイルＦは、例えば、撮像部１による被写体の撮像により生成されたも
のであっても良いし、外部機器から所定の通信手段を介して転送されたものであっても良
い。
【００２３】
　表示部４は、図示は省略するが、例えば、液晶などの画像表示部と、この画像表示部へ
の画像フレームの表示を制御する表示制御部等を備えている。そして、表示部４は、撮像
部１により撮像される画像フレームを所定のフレームレートで逐次更新しながらライブビ
ュー画像を表示する。
【００２４】
　また、表示部４は、検索処理の検索結果として、複数の画像ファイルＦの中から検索さ
れて、所望の画像ファイルＦとして特定された何れかの画像ファイルＦに係る画像を表示
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する。
　ここで、表示部４は、検索処理にて所望の画像として特定された画像を表示する表示手
段を構成している。
【００２５】
　操作入力部５は、当該撮像装置１００の所定操作を行うためのものである。具体的には
、図示は省略するが、操作入力部５は、撮像部１による被写体の記録を指示するシャッタ
ーボタンや、各種動作モードや各種項目の選択を行う上下左右のカーソルボタンや、これ
らカーソルボタンにより選択された動作モードや項目の決定を指示する決定ボタン等を備
えている。
【００２６】
　動作モードとしては、例えば、静止画像を撮影する静止画撮影モードや、記録媒体３に
記憶されている複数の画像ファイルＦ、…の中から所望の画像ファイルＦを検索する画像
検索モード等が挙げられる。
　そして、ユーザにより所定の動作モード（例えば、画像検索モード等）が選択されると
、当該動作モードの設定指示を入力回路（図示略）を介してＣＰＵ８に出力する。ＣＰＵ
８は、設定指示が入力されると、各部を制御して当該動作モードに応じた処理を行う。
【００２７】
　また、操作入力部５は、対象物指定手段として、検索処理（画像関連処理）に係る検索
対象（対象物）を指定する。
　ここで、検索対象の指定方法としては、例えば、検索対象指定画面（図示略）に表示さ
れた「車」や「人」といった予め用意されているアイコンの中から検索対象を選択して指
定するようにしても良いし、予め記憶されている画像をユーザが指定するようにしても良
い。
【００２８】
　また、操作入力部５は、検索処理の類似度の判定に係る感度を指定する。
　ここで、感度の指定方法としては、感度選択画面（図示略）に表示された複数の感度の
中から選択して入力するようにしても良いし、所望の感度を数値として入力するようにし
ても良い。
　そして、ユーザにより所定の感度（例えば、７０％等）が選択されると、当該感度の設
定指示を入力回路（図示略）を介してＣＰＵ８に出力する。ＣＰＵ８は、設定指示が入力
されると、各部を制御して当該感度に応じた処理を行う。
　ここで、操作入力部５は、所定の判定値としての感度を任意に設定指示する判定値指示
手段を構成している。
【００２９】
　バッファメモリ６は、例えば、フラッシュメモリ等により構成され、ＣＰＵ８によって
処理されるデータ等を一時記憶する。
【００３０】
　ＣＰＵ８は、撮像装置１００の各部を制御するものである。具体的には、ＣＰＵ８は、
内蔵メモリ７のプログラムメモリ（後述）に記憶された撮像装置１００用の各種処理プロ
グラムに従って各種の制御動作を行うものである。
【００３１】
　内蔵メモリ７は、プログラムメモリを備え、ＣＰＵ８の動作に必要な各種プログラムや
データを記憶している。
　このプログラムは、後述する判定処理ルーチン、類似度算出処理ルーチン、画像検索処
理ルーチン、種類特定処理ルーチン、倍率取得処理ルーチン、判定値変更処理ルーチンを
含む。
　ここでいうルーチンとは、コンピュータのプログラムの部分をなし、ある機能をもった
一連の命令群のことである。
【００３２】
　判定処理ルーチンは、ＣＰＵ８を判定手段として機能させるためのプログラム部分であ
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る。即ち、判定処理ルーチンは、新規に取得した画像内に、ユーザによる操作入力部５の
所定操作に基づいて指定された検索対象（対象物）に相当する検索候補（相当物）が存す
るか否かを判定する判定処理に係る機能をＣＰＵ８に実現させるための命令群を含む。
　また、類似度算出処理ルーチンは、ＣＰＵ８を類似度算出手段として機能させるための
プログラム部分である。即ち、類似度算出処理ルーチンは、判定処理にて検索候補が存す
ると判定された当該検索候補とユーザによる操作入力部５の所定操作に基づいて指定され
た種類に係る検索対象との類似度を算出する類似度算出処理に係る機能をＣＰＵ８に実現
させるための命令群を含む。
　具体的には、判定処理ルーチンにより、ＣＰＵ８は、記録媒体３に記憶されている複数
の画像ファイルＦ、…の中から何れか一の画像ファイルＦを新規に取得した後、当該画像
ファイルＦに係る画像内に、ユーザにより指定された検索対象に相当する検索候補が存す
るか否かを判定する。その後、ＣＰＵ８は、類似度算出処理ルーチンにより、判定処理に
て検索候補が存すると判定された当該検索候補とユーザにより指定された検索対象との類
似度を所定の算出方法により演算して、例えば、百分率（％）で算出する。
　なお、本実施形態にあっては、判定処理ルーチン及び類似度算出処理ルーチンは、別個
の処理ルーチンとして構成されたものを例示したが、これに限られるものではなく、一の
処理ルーチンとして構成しても良い。
【００３３】
　画像検索処理ルーチンは、ＣＰＵ８を画像検索手段として機能させるためのプログラム
部分である。即ち、画像検索処理ルーチンは、画像関連処理として、記録媒体３に記憶さ
れている複数の画像の中で所望の画像を検索する検索処理に係る機能をＣＰＵ８に実現さ
せるための命令群を含む。
　具体的には、この画像検索処理ルーチンにより、ＣＰＵ８は、類似度算出処理にて算出
された類似度が所定の判定値以上であるか否かに応じて検索の当否を決定し、複数の画像
の中の何れかの画像に係る類似度が所定の判定値以上であると判定された場合に、当該判
定に係る画像を所望の画像として特定する一方で、類似度が所定の判定値よりも小さいと
判定された場合に、当該判定に係る画像を所望の画像として特定しない。
　ここで、ＣＰＵ８は、類似度算出処理にて算出された類似度が所定の判定値以上である
か否かに応じて検索処理の内容を異ならせるように制御する画像関連処理制御手段として
機能する。
【００３４】
　種類特定処理ルーチンは、ＣＰＵ８を種類特定手段として機能させるためのプログラム
部分である。即ち、種類特定処理ルーチンは、ユーザによる操作入力部５の所定操作に基
づいて指定された検索対象の種類を特定する種類特定処理に係る機能をＣＰＵ８に実現さ
せるための命令群を含む。
　具体的には、この種類特定処理ルーチンにより、ＣＰＵ８は、例えば、検索対象として
選択されたアイコンの種類を特定して、「車」や「人」といった検索対象の種類を特定す
るようにしても良いし、検索対象として指定された画像データの内容を画像認識して、「
車」や「人」といった検索対象の種類を特定するようにしても良い。
【００３５】
　倍率取得処理ルーチンは、ＣＰＵ８を倍率取得手段として機能させるためのプログラム
部分である。即ち、倍率取得処理ルーチンは、画像の拡大縮小倍率を取得する倍率取得処
理に係る機能をＣＰＵ８に実現させるための命令群を含む。
　具体的には、この倍率取得処理ルーチンにより、ＣＰＵ８は、画像ファイルＦの属性デ
ータを参照して、当該画像のズーム倍率を取得する。
　なお、属性データは、例えば、画像ファイルＦをＥｘｉｆ形式の画像ファイルＦから構
成し、当該画像ファイルＦに付帯されるＥｘｉｆタグ情報であっても良い。
【００３６】
　判定値変更処理ルーチンは、ＣＰＵ８を判定値変更手段として機能させるためのプログ
ラム部分である。即ち、判定値変更処理ルーチンは、ユーザによる操作入力部５の所定操
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作に基づいて指定された検索対象の種類に応じて所定の判定値を変更したり、倍率取得処
理にて取得されたズーム倍率に応じて所定の判定値を変更する判定値変更処理に係る機能
をＣＰＵ８に実現させるための命令群を含む。
　具体的には、この判定値変更処理ルーチンにより、ＣＰＵ８は、モード１処理が設定さ
れている場合には、モード１係数テーブルＴ１（後述）に基づいて、ユーザによる操作入
力部５の所定操作に基づいて指定された検索対象の種類に応じて当該検索対象の動きの大
きいもの程低くなるように所定の判定値を変更し、モード２処理が設定されている場合に
は、モード２係数テーブルＴ２（後述）に基づいて、倍率取得処理にて取得されたズーム
倍率に応じて当該ズーム倍率が大きいもの程低くなるように所定の判定値を変更する。
【００３７】
　また、プログラムメモリは、モード１係数テーブルＴ１及びモード２係数テーブルＴ２
を記憶している（図２及び図３参照）。
　図２に示すように、モード１係数テーブルＴ１は、検索対象の種類と類似度判定の感度
補正に係る係数とが対応付けられたものであり、具体的には、検索対象の動きの大きいも
の程類似度判定が甘くなるように係数が設定されている。ここで、検索対象の動きが大き
いとは、検索対象の動く速度だけでなく、検索対象までの撮影距離や画角の大きさ等の種
々の条件を考慮して相対的に判断されるものである。
　例えば、検索対象の種類が「草木」や「建物」の場合には、動きが少ないか全く動かな
いことから感度補正を行う必要がないため係数１．０が対応付けられ、検索対象の種類が
「大人」や「船」の場合には、動きが少なかったり移動速度が遅いことから感度補正をあ
る程度行う必要があるため係数０．９が対応付けられ、検索対象の種類が「子供」や「自
動車」の場合には、瞬間的に動いたり移動速度が速いことからさらに感度補正する必要が
あるため係数０．８が対応付けられ、検索対象の種類が「動物」の場合には、移動速度が
速いことからもっと感度補正をする必要があるため係数０．７が対応付けられている。
【００３８】
　図３に示すように、モード２係数テーブルＴ２は、ズーム倍率と類似度判定の感度補正
に係る係数とが対応付けられたものであり、具体的には、ズーム倍率の大きいもの程類似
度判定が甘くなるように係数が設定されている。
　例えば、ズーム倍率が「×１」の場合には、感度補正を行う必要がないため係数１．０
が対応付けられ、ズーム倍率が「×２～６」の場合には、ある程度ぶれ易くなることから
感度補正をある程度行う必要があるため係数０．９が対応付けられ、ズーム倍率が「×７
～１１」の場合には、さらにぶれ易くなることからさらに感度補正する必要があるため係
数０．８が対応付けられ、ズーム倍率が「×１２以上」の場合には、もっとぶれ易くなる
ことからもっと感度補正をする必要があるため係数０．７が対応付けられている。
【００３９】
　なお、モード１係数テーブルＴ１における検索対象の種類及び係数、並びにモード２係
数テーブルＴ２におけるズーム倍率及び係数は一例であって、これらに限られるものでは
ない。
【００４０】
　図４～図１０は、撮像装置１００の全体の動作を説明するためのフローチャートである
とともに、プログラムメモリに記憶されたプログラムのアルゴリズム構造を示すフローチ
ャートである。実際に使用するＣＰＵ８に対応した具体的なプログラムコードの記載は省
略するが、このフローチャート（アルゴリズム構造）に基づいて適宜設計すればよい。
【００４１】
　次に、撮像装置１００のメイン動作について図４を参照して説明する。
　図４は、撮像装置１００によるメイン動作の一例を示すフローチャートである。
【００４２】
　図４に示すように、先ず、ＣＰＵ８は、当該撮像装置１００の各部を初期化するイニシ
ャライズ処理を行う（ステップＳ１）。
　その後、ＣＰＵ８は、ユーザによる操作入力部５の所定操作に基づいて検索処理の実行
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が指示されると、各部を制御して検索処理を行う（ステップＳ２；詳細後述）。
　そして、検索処理が終了すると、ＣＰＵ８は、ユーザによる操作入力部５の所定操作に
基づいてその他の処理の実行が指示されると、その他の処理を行う（ステップＳ３）。
【００４３】
　次に、検索処理について図５～図７を参照して説明する。
　図５は、撮像装置１００による検索処理に係る動作の一例を示すフローチャートである
。
【００４４】
　図５に示すように、ＣＰＵ８は、ユーザによる操作入力部５の所定操作に基づいて検索
処理のモード切換指示が入力されているか否かを判定する（ステップＳ２１）。
　ここで、モード切換指示が入力されている、即ち、例えば、モード１処理をモード２処
理に切り換える等の指示が入力されていると判定されると（ステップＳ２１；ＹＥＳ）、
ＣＰＵ８は、入力されたモード切換指示に応じてモードを設定する処理を行う（ステップ
Ｓ２２）。
【００４５】
　その後、ＣＰＵ８は、検索処理の類似度の判定に係る感度の変更指示が入力されている
か否かを判定する（ステップＳ２３）。また、ステップＳ２１にて、モード切換指示が入
力されていないと判定された場合にも（ステップＳ２１；ＮＯ）、ＣＰＵ８は、処理をス
テップＳ２３に移行させる。
　そして、ステップＳ２３にて、感度の変更指示が入力されている、即ち、例えば、感度
を１００％から７０％に変更する等の指示が入力されていると判定されると（ステップＳ
２３；ＹＥＳ）、ＣＰＵ８は、入力された感度の変更指示に応じて感度を設定する処理を
行う（ステップＳ２４）。
【００４６】
　次に、ＣＰＵ８は、検索処理の検索対象の変更指示が入力されているか否かを判定する
（ステップＳ２５）。また、ステップＳ２３にて、感度の変更指示が入力されていないと
判定された場合にも（ステップＳ２３；ＮＯ）、ＣＰＵ８は、処理をステップＳ２５に移
行させる。
　そして、ステップＳ２５にて、検索対象の変更指示が入力されている、即ち、例えば、
検索対象をＡさん（大人）からＢ君（子供）に変更する等の指示が入力されていると判定
されると（ステップＳ２５；ＹＥＳ）、ＣＰＵ８は、入力された検索対象の変更指示に応
じて検索対象を設定する処理を行う（ステップＳ２６）。
【００４７】
　続けて、ＣＰＵ８は、ユーザによる操作入力部５の所定操作に基づいて検索開始の指示
が入力されたか否かを判定する（ステップＳ２７）。また、ステップＳ２５にて、検索対
象の変更指示が入力されていないと判定された場合にも（ステップＳ２５；ＮＯ）、ＣＰ
Ｕ８は、処理をステップＳ２７に移行させる。
　ここで、検索開始の指示が入力されたと判定されると（ステップＳ２７；ＹＥＳ）、Ｃ
ＰＵ８は、設定されている現在のモードに応じて処理を分岐させる（ステップＳ２８）。
　現在のモードとして「モード１」が設定されている場合には（ステップＳ２８；モード
１）、ＣＰＵ８は、モード１処理の実行を制御する一方で（ステップＳ２９）、現在のモ
ードとして「モード２」が設定されている場合には（ステップＳ２８；モード２）、ＣＰ
Ｕ８は、モード２処理の実行を制御する（ステップＳ２Ａ）。
　なお、ステップＳ２７にて、検索開始の指示が入力されていないと判定された場合には
（ステップＳ２７；ＮＯ）、ＣＰＵ８は、当該検索処理を終了させる。
【００４８】
　次に、モード１処理について図６を参照して説明する。
　図６は、モード１処理に係る動作の一例を示すフローチャートである。
【００４９】
　図６に示すように、ＣＰＵ８は、種類特定処理ルーチンにより、ユーザによる操作入力
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部５の所定操作に基づいて指定されている検索対象の種類を特定した後（ステップＳ３１
）、モード１係数テーブルＴ１を参照して、特定された検索対象の種類と対応付けられて
いる係数１を取得する（ステップＳ３２）。
【００５０】
　次に、ＣＰＵ８は、判定処理ルーチンにより、記録媒体３に記憶されている複数の画像
ファイルＦ、…の中から何れか一の画像ファイルＦを新規に取得した後、当該画像ファイ
ルＦに係る画像内に、ユーザにより指定された検索対象に相当する検索候補が存するか否
かを判定し、続けて、類似度算出処理ルーチンにより、判定処理にて存すると判定された
検索候補とユーザにより指定された検索対象との類似度を所定の算出方法により演算して
算出する（ステップＳ３３）。
【００５１】
　そして、ＣＰＵ８は、判定値変更処理ルーチンにより、係数取得処理（ステップＳ３２
）にて取得された係数１をユーザによる所定操作に基づいて設定されている感度（例えば
、７０％）に乗算して判定値を変更し、続けて、画像検索処理ルーチンにより、類似度算
出処理（ステップＳ３３）にて算出された類似度が判定値以上であるか否かを判定する（
ステップＳ３４）。
　ここで、類似度が判定値以上であると判定されると（ステップＳ３４；ＹＥＳ）、ＣＰ
Ｕ８は、当該判定に係る画像が検索対象と一致すると判定して、所望の画像として特定す
る（ステップＳ３５）。そして、ＣＰＵ８は、当該検索結果として所望の画像を表示部４
に表示させる（ステップＳ３６）。これにより、ユーザは検索結果を認識することができ
、あまり類似していないと認識した場合には、感度をより高くするように変更して再度検
索処理を行うことができる。
【００５２】
　一方、類似度が判定値よりも小さいと判定されると（ステップＳ３４；ＮＯ）、ＣＰＵ
８は、当該判定に係る画像が検索対象と不一致であると判定する（ステップＳ３７）。
　なお、ＣＰＵ８は、上記の判定処理、類似度算出処理、判定値変更処理、画像検索処理
を、記録媒体３に記憶されている複数の画像ファイルＦ、…の各々について順次実行する
。
【００５３】
　次に、モード２処理について図７を参照して説明する。
　図７は、モード２処理に係る動作の一例を示すフローチャートである。
【００５４】
　図７に示すように、ＣＰＵ８は、記録媒体３に記憶されている複数の画像ファイルＦ、
…の中から何れか一の画像ファイルＦを新規に取得し、続けて、倍率取得処理ルーチンに
より、当該画像のズーム倍率を取得した後（ステップＳ４１）、モード２係数テーブルＴ
２を参照して、特定されたズーム倍率と対応付けられている係数２を取得する（ステップ
Ｓ４２）。
【００５５】
　次に、ＣＰＵ８は、判定処理ルーチンにより、当該画像ファイルＦに係る画像内に、ユ
ーザにより指定された検索対象に相当する検索候補が存するか否かを判定し、続けて、類
似度算出処理ルーチンにより、判定処理にて存すると判定された検索候補とユーザにより
指定された検索対象との類似度を所定の算出方法により演算して算出する（ステップＳ３
３）。
【００５６】
　そして、ＣＰＵ８は、判定値変更処理ルーチンにより、係数取得処理（ステップＳ４２
）にて取得された係数２をユーザによる所定操作に基づいて設定されている感度（例えば
、７０％）に乗算して判定値を変更し、続けて、画像検索処理ルーチンにより、類似度算
出処理（ステップＳ３３）にて算出された類似度が判定値以上であるか否かを判定する（
ステップＳ４４）。
　ここで、類似度が判定値以上であると判定されると（ステップＳ４４；ＹＥＳ）、ＣＰ
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Ｕ８は、当該判定に係る画像が検索対象と一致すると判定して、所望の画像として特定す
る（ステップＳ４５）。そして、ＣＰＵ８は、当該検索結果として所望の画像を表示部４
に表示させる（ステップＳ４６）。
【００５７】
　一方、類似度が判定値よりも小さいと判定されると（ステップＳ４４；ＮＯ）、ＣＰＵ
８は、当該判定に係る画像が検索対象と不一致であると判定する（ステップＳ４７）。
　なお、ＣＰＵ８は、上記の判定処理、類似度算出処理、判定値変更処理、画像検索処理
を、記録媒体３に記憶されている複数の画像ファイルＦ、…の各々について順次実行する
。
【００５８】
　以上のように、実施形態１の撮像装置１００によれば、記録媒体３に記憶されている複
数の画像ファイルＦ、…の中から検索対象と類似する所望の画像ファイルＦを特定する検
索処理にて、モード１係数テーブルＴ１やモード２係数テーブルＴ２を用いて検索対象の
種類やズーム倍率に応じて類似度の判定に係る判定値を変更して、検索対象と検索候補と
の類似度が当該判定値以上であると判定された何れかの画像を所望の画像ファイルＦとし
て特定する。
　これにより、検索対象の種類やズーム倍率の変更により生ずる虞のある画像のぶれを考
慮して検索処理を適正に行うことができる。即ち、検索処理における類似度判定の感度を
ユーザ所望のレベルに設定した場合に、当該感度に従って類似度判定が複数種類の被写体
で一律に行われるのではなく、検索対象の種類やズーム倍率を考慮して判定値を内部的に
設定し直すことで画像のぶれを考慮して検索処理を適正に行うことができ、撮像装置１０
０の使い勝手を向上させることができる。
【００５９】
　特に、判定値を検索対象の動きの大きいものやズーム倍率が大きいもの程低くなるよう
に変更することで、検索処理の類似度判定において画像のぶれを考慮する度合いを適正に
調整することができ、当該検索処理を検索対象の種類やズーム倍率に応じてより適正に行
うことができる。
【００６０】
　なお、上記実施形態１にあっては、検索処理により特定された所望の画像ファイルＦを
表示部４に表示させるようにしたが、これに限られるものではなく、所望の画像ファイル
Ｆを記録媒体３や内蔵メモリ７の所定のフォルダ（図示略）に格納するようにしても良い
。
【００６１】
　また、画像記憶手段として、記録媒体３を例示したが、これに限られるものではなく、
内蔵メモリ７に複数の画像ファイルＦ、…を記憶するようにしても良い。
【００６２】
［実施形態２］
　以下に、実施形態２の撮像装置について、図８～図１０を参照して説明する。
　実施形態２の撮像装置は、図８～図１０に示すように、撮像部１により順次生成される
複数の画像データの各々について、撮影対象と類似する所望の画像データを記録保存する
自動撮影処理にて、撮影対象の種類やズーム倍率に応じて類似度の判定に係る判定値を変
更する。
　なお、実施形態２の撮像装置は、自動撮影処理を行う以外の点で上記実施形態１の撮像
装置１００と略同様の構成をなし、その説明は省略する。
【００６３】
　即ち、プログラムメモリに記憶されるプログラムは、判定処理ルーチン、類似度算出処
理ルーチン、種類特定処理ルーチン、倍率取得処理ルーチン、判定値変更処理ルーチンに
加えて、自動撮影処理ルーチンを含んでいる。
　自動撮影処理ルーチンは、ＣＰＵ８を撮影制御手段として機能させるためのプログラム
部分である。即ち、自動撮影処理ルーチンは、画像関連処理として、撮像部１による被写
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体の撮像を制御する自動撮影処理に係る機能をＣＰＵ８に実現させるための命令群を含む
。
　具体的には、この自動撮影処理ルーチンにより、ＣＰＵ８は、類似度算出処理にて算出
された類似度が所定の判定値以上であるか否かに応じて撮像部１により生成される画像デ
ータを記録保存するか否かを決定し、類似度が所定の判定値以上であると判定された場合
に、当該判定に係る画像データを記録媒体３に記録保存させる一方で、類似度が所定の判
定値よりも小さいと判定された場合に、当該判定に係る画像データの記録保存を実行制御
しない。
　ここで、ＣＰＵ８は、類似度算出処理にて算出された類似度が所定の判定値以上である
か否かに応じて検索処理の内容を異ならせるように制御する画像関連処理制御手段として
機能する。
【００６４】
　また、判定処理ルーチンは、新規に取得した画像内に、ユーザによる操作入力部５の所
定操作に基づいて指定された種類に係る撮影対象（対象物）に相当する撮影候補（相当物
）が存するか否かを判定する判定処理に係る機能をＣＰＵ８に実現させるための命令群を
含む。
　また、類似度算出処理ルーチンは、判定処理にて撮影候補が存すると判定された当該撮
影候補とユーザによる操作入力部５の所定操作に基づいて指定された撮影対象との類似度
を算出する類似度算出処理に係る機能をＣＰＵ８に実現させるための命令群を含む。
　具体的には、判定処理ルーチンにより、ＣＰＵ８は、撮像部１により順次生成される複
数の画像データの各々を新規に取得した後、当該画像データに係る画像内に、ユーザによ
り指定された撮影対象に相当する撮影候補が存するか否かを判定する。その後、ＣＰＵ８
は、類似度算出処理ルーチンにより、判定処理にて撮影候補が存すると判定された当該撮
影候補とユーザにより指定された撮影対象との類似度を所定の算出方法により演算して、
例えば、百分率（％）で算出する。
【００６５】
　また、種類特定処理ルーチンは、ユーザによる操作入力部５の所定操作に基づいて指定
された撮影対象の種類を特定する種類特定処理に係る機能をＣＰＵ８に実現させるための
命令群を含む。
　具体的には、この種類特定処理ルーチンにより、ＣＰＵ８は、例えば、ユーザによる操
作入力部５の所定操作に基づいて撮影対象として選択されたアイコンの種類を特定して、
「車」や「人」といった撮影対象の種類を特定するようにしても良いし、撮影対象として
指定された画像データの内容を画像認識して、「車」や「人」といった撮影対象の種類を
特定するようにしても良い。
【００６６】
　また、倍率取得処理ルーチンは、画像の撮影時の拡大縮小倍率を取得する倍率取得処理
に係る機能をＣＰＵ８に実現させるための命令群を含む。
　具体的には、この倍率取得処理ルーチンにより、ＣＰＵ８は、撮像部１による各画像の
撮影時のズーム倍率を取得する。
【００６７】
　また、判定値変更処理ルーチンは、ユーザによる操作入力部５の所定操作に基づいて指
定された撮影対象の種類に応じて所定の判定値を変更したり、倍率取得処理にて取得され
たズーム倍率に応じて所定の判定値を変更する判定値変更処理に係る機能をＣＰＵ８に実
現させるための命令群を含む。
　具体的には、この判定値変更処理ルーチンにより、ＣＰＵ８は、モード１処理が設定さ
れている場合には、モード１係数テーブルＴ１に基づいて、ユーザによる操作入力部５の
所定操作に基づいて指定された撮影対象の種類に応じて当該撮影対象の動きの大きいもの
程低くなるように所定の判定値を変更し、モード２処理が設定されている場合には、モー
ド２係数テーブルＴ２に基づいて、倍率取得処理にて取得されたズーム倍率に応じて当該
ズーム倍率が大きいもの程低くなるように所定の判定値を変更する。
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　なお、モード１係数テーブルＴ１及びモード２係数テーブルＴ２は、上記実施形態１に
係るものと同様であり、その詳細な説明は省略する。
【００６８】
　次に、自動撮影処理について図８～図１０を参照して説明する。
　図８は、撮像装置による自動撮影処理に係る動作の一例を示すフローチャートである。
　自動撮影処理は、撮像装置のメイン動作（図４参照）にて、ユーザによる操作入力部５
の所定操作に基づいて自動撮影処理の実行が指示された場合に、ＣＰＵ８の制御下にて、
実行される処理である。
【００６９】
　図８に示すように、ＣＰＵ８は、ユーザによる操作入力部５の所定操作に基づいて自動
撮影処理のモード切換指示が入力されているか否かを判定する（ステップＳ１０１）。
　ここで、モード切換指示が入力されている、即ち、例えば、モード１処理をモード２処
理に切り換える等の指示が入力されていると判定されると（ステップＳ１０１；ＹＥＳ）
、ＣＰＵ８は、入力されたモード切換指示に応じてモードを設定する処理を行う（ステッ
プＳ１０２）。
【００７０】
　その後、ＣＰＵ８は、自動撮影処理の類似度の判定に係る感度の変更指示が入力されて
いるか否かを判定する（ステップＳ１０３）。また、ステップＳ１０１にて、モード切換
指示が入力されていないと判定された場合にも（ステップＳ１０１；ＮＯ）、ＣＰＵ８は
、処理をステップＳ１０３に移行させる。
　そして、ステップＳ１０３にて、感度の変更指示が入力されている、即ち、例えば、感
度を１００％から７０％に変更する等の指示が入力されていると判定されると（ステップ
Ｓ１０３；ＹＥＳ）、ＣＰＵ８は、入力された感度の変更指示に応じて感度を設定する処
理を行う（ステップＳ１０４）。
【００７１】
　次に、ＣＰＵ８は、自動撮影処理の撮影対象の変更指示が入力されているか否かを判定
する（ステップＳ１０５）。また、ステップＳ１０３にて、感度の変更指示が入力されて
いないと判定された場合にも（ステップＳ１０３；ＮＯ）、ＣＰＵ８は、処理をステップ
Ｓ１０５に移行させる。
　そして、ステップＳ１０５にて、撮影対象の変更指示が入力されている、即ち、例えば
、撮影対象をＡさん（大人）からＢ君（子供）に変更する等の指示が入力されていると判
定されると（ステップＳ１０５；ＹＥＳ）、ＣＰＵ８は、入力された撮影対象の変更指示
に応じて撮影対象を設定する処理を行う（ステップＳ１０６）。
【００７２】
　続けて、ＣＰＵ８は、ユーザによる操作入力部５のシャッターボタンの所定操作に基づ
いて自動撮影開始の指示が入力されたか否かを判定する（ステップＳ１０７）。また、ス
テップＳ１０５にて、撮影対象の変更指示が入力されていないと判定された場合にも（ス
テップＳ１０５；ＮＯ）、ＣＰＵ８は、処理をステップＳ１０７に移行させる。
　ここで、撮影開始の指示が入力されたと判定されると（ステップＳ１０７；ＹＥＳ）、
ＣＰＵ８は、設定されている現在のモードに応じて処理を分岐させる（ステップＳ１０８
）。
　現在のモードとして「モード１」が設定されている場合には（ステップＳ１０８；モー
ド１）、ＣＰＵ８は、モード１処理の実行を制御する一方で（ステップＳ１０９）、現在
のモードとして「モード２」が設定されている場合には（ステップＳ１０８；モード２）
、ＣＰＵ８は、モード２処理の実行を制御する（ステップＳ１０Ａ）。
　なお、ステップＳ１０７にて、自動撮影開始の指示が入力されていないと判定された場
合には（ステップＳ１０７；ＮＯ）、ＣＰＵ８は、当該自動撮影処理を終了させる。
【００７３】
　次に、モード１処理について図９を参照して説明する。
　図９は、モード１処理に係る動作の一例を示すフローチャートである。
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【００７４】
　図９に示すように、ＣＰＵ８は、種類特定処理ルーチンにより、ユーザによる操作入力
部５の所定操作に基づいて指定されている撮影対象の種類を特定した後（ステップＳ１１
１）、モード１係数テーブルＴ１を参照して、特定された撮影対象の種類と対応付けられ
ている係数１を取得する（ステップＳ１１２）。
【００７５】
　次に、ＣＰＵ８は、判定処理ルーチンにより、撮像部１により順次生成される複数の画
像データの各々を新規に取得した後、当該画像データに係る画像内に、ユーザにより指定
された撮影対象に相当する撮影候補が存するか否かを判定し、続けて、類似度算出処理ル
ーチンにより、判定処理にて存すると判定された撮影候補とユーザにより指定された撮影
対象との類似度を所定の算出方法により演算して算出する（ステップＳ１１３）。
【００７６】
　そして、ＣＰＵ８は、判定値変更処理ルーチンにより、係数取得処理（ステップＳ１１
２）にて取得された係数１をユーザによる所定操作に基づいて設定されている感度（例え
ば、７０％）に乗算して判定値を変更し、続けて、自動撮影処理ルーチンにより、類似度
算出処理（ステップＳ１１３）にて算出された類似度が判定値以上であるか否かを判定す
る（ステップＳ１１４）。
　ここで、類似度が判定値以上であると判定されると（ステップＳ１１４；ＹＥＳ）、Ｃ
ＰＵ８は、当該判定に係る画像が撮影対象と一致すると判定して（ステップＳ１１５）、
当該画像に係る画像データを取得して記録媒体３に記録保存させる（ステップＳ１１６）
。
【００７７】
　一方、類似度が判定値よりも小さいと判定されると（ステップＳ１１４；ＮＯ）、ＣＰ
Ｕ８は、当該判定に係る画像が撮影対象と不一致であると判定する（ステップＳ１１７）
。
　なお、ＣＰＵ８は、上記の判定処理、類似度算出処理、判定値変更処理、自動撮影処理
を、撮像部１により順次生成される複数の画像データの各々について順次実行する。
【００７８】
　次に、モード２処理について図１０を参照して説明する。
　図１０は、モード２処理に係る動作の一例を示すフローチャートである。
【００７９】
　図１０に示すように、ＣＰＵ８は、撮像部１により順次生成される複数の画像データの
各々を新規に取得し、続けて、倍率取得処理ルーチンにより、当該画像の撮影時のズーム
倍率を取得した後（ステップＳ１２１）、モード２係数テーブルＴ２を参照して、特定さ
れたズーム倍率と対応付けられている係数２を取得する（ステップＳ１２２）。
【００８０】
　次に、ＣＰＵ８は、判定処理ルーチンにより、当該画像データに係る画像内に、ユーザ
により指定された撮影対象に相当する撮影候補が存するか否かを判定し、続けて、類似度
算出処理ルーチンにより、判定処理にて存すると判定された撮影候補とユーザにより指定
された撮影対象との類似度を所定の算出方法により演算して算出する（ステップＳ１２３
）。
【００８１】
　そして、ＣＰＵ８は、判定値変更処理ルーチンにより、係数取得処理（ステップＳ１２
２）にて取得された係数２をユーザによる所定操作に基づいて設定されている感度（例え
ば、７０％）に乗算して判定値を変更し、続けて、画像撮影処理ルーチンにより、類似度
算出処理（ステップＳ１２３）にて算出された類似度が判定値以上であるか否かを判定す
る（ステップＳ１２４）。
　ここで、類似度が判定値以上であると判定されると（ステップＳ１２４；ＹＥＳ）、Ｃ
ＰＵ８は、当該判定に係る画像が撮影対象と一致すると判定して（ステップＳ１２５）、
当該画像に係る画像データを取得して記録媒体３に記録保存させる（ステップＳ１２６）
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。
【００８２】
　一方、類似度が判定値よりも小さいと判定されると（ステップＳ１２４；ＮＯ）、ＣＰ
Ｕ８は、当該判定に係る画像が撮影対象と不一致であると判定する（ステップＳ１２７）
。
　なお、ＣＰＵ８は、上記の判定処理、類似度算出処理、判定値変更処理、自動撮影処理
を、撮像部１により順次生成される複数の画像データの各々について順次実行する。
【００８３】
　以上のように、実施形態２の撮像装置によれば、撮像部１により順次撮像されて生成さ
れる複数の画像データの各々について、撮影対象と類似する所望の画像データを記録保存
する自動撮影処理にて、モード１係数テーブルＴ１やモード２係数テーブルＴ２を用いて
撮影対象の種類やズーム倍率に応じて類似度の判定に係る判定値を変更して、撮影対象と
撮影候補との類似度が当該判定値以上であると判定された何れかの画像に係る画像データ
を記録媒体３に記録保存させる。
　これにより、撮影対象の種類やズーム倍率の変更により生ずる虞のある画像のぶれを考
慮して自動撮影処理を適正に行うことができる。即ち、自動撮影処理における類似度判定
の感度をユーザ所望のレベルに設定した場合に、当該感度に従って類似度判定が複数種類
の被写体で一律に行われるのではなく、撮影対象の種類やズーム倍率を考慮して判定値を
内部的に設定し直すことで画像のぶれを考慮して自動撮影処理を適正に行うことができ、
撮像装置の使い勝手を向上させることができる。
【００８４】
　特に、判定値を撮影対象の動きの大きいものやズーム倍率が大きいもの程低くなるよう
に変更することで、自動撮影処理の類似度判定において画像のぶれを考慮する度合いを適
正に調整することができ、当該自動撮影処理を撮影対象の種類やズーム倍率に応じてより
適正に行うことができる。
【００８５】
　なお、本発明は、上記実施形態１、２に限定されることなく、本発明の趣旨を逸脱しな
い範囲において、種々の改良並びに設計の変更を行っても良い。
　例えば、画像関連処理として、検索処理及び自動撮影処理を例示したが、これらに限ら
れるものではなく、撮像装置、画像検索装置等の画像処理装置により行われる画像関連処
理であれば如何なるものであっても良い。
【００８６】
　また、上記実施形態１、２にあっては、類似度の判定に係る判定値の変更の際に、モー
ド１係数テーブルＴ１やモード２係数テーブルＴ２を用いるようにしたが、これらテーブ
ルＴ１、Ｔ２を用いるか否かは適宜任意に変更することができる。
【００８７】
　さらに、上記実施形態１、２にあっては、検索処理や自動撮影処理における類似度判定
の感度をユーザ所望のレベルに設定するようにしたが、これに限られるものではなく、所
定の感度で一律に固定されていても良い。
【００８８】
　また、撮像装置１００の構成は、上記実施形態に例示したものは一例であり、これに限
られるものではない。
　さらに、画像処理装置として、撮像装置１００を例示したが、これに限られるものでは
なく、画像関連処理を行うものであれば画像検索装置等の他の画像処理装置であっても良
い。
【００８９】
　加えて、上記実施形態では、判定手段、類似度算出手段、画像関連処理制御手段、種類
特定手段、判定値変更手段、倍率取得手段、画像検索手段、撮影制御手段としての機能を
、ＣＰＵによって所定のプログラム等が実行されることにより実現される構成としたが、
これに限られるものではなく、例えば、各種機能を実現するためのロジック回路等から構
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成しても良い。
【図面の簡単な説明】
【００９０】
【図１】本発明を適用した実施形態１の撮像装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】図１の撮像装置による検索処理に係るモード１係数テーブルの一例を模式的に示
す図である。
【図３】図１の撮像装置による検索処理に係るモード２係数テーブルの一例を模式的に示
す図である。
【図４】図１の撮像装置によるメイン動作の一例を示すフローチャートである。
【図５】図１の撮像装置による検索処理に係る動作の一例を示すフローチャートである。
【図６】図５の検索処理におけるモード１処理に係る動作の一例を示すフローチャートで
ある。
【図７】図５の検索処理におけるモード２処理に係る動作の一例を示すフローチャートで
ある。
【図８】本発明を適用した実施形態２の撮像装置による自動撮影処理に係る動作の一例を
示すフローチャートである。
【図９】図８の自動撮影処理におけるモード１処理に係る動作の一例を示すフローチャー
トである。
【図１０】図８の自動撮影処理におけるモード２処理に係る動作の一例を示すフローチャ
ートである。
【符号の説明】
【００９１】
１００　撮像装置
１　　　撮像部
３　　　記録媒体
４　　　表示部
５　　　操作入力部
８　　　ＣＰＵ
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【図６】 【図７】
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【図１０】
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